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岡山大学病院歯科系診療科等が医科系診療科等から

受けた院内紹介とそれに対する初動対応
―平成22年 度と23年 度を対象とした実態調査一
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とで,息 者中心の質の高い医療を提供するこ(上が

可能となる」と述べているか
。

さらに,平 成 24年 度診療報印‖改定において,

周術期における回腔機能の管理等,チ ーム医)まの

推進が重点課題の一つとなり,周 術期回腔機能管

理料が新設されたい
。厚生労働省は,医 科歯科連

携がよリー層促進されるよう制度面でも大きく舵

を切 り,本 邦の医療の方向性を明確に示 したて今

後,医 科歯科連携はさらに促進 されると考えら

れ, これから迎える大 きな変化に耐えうる病院歯

科の体制をどのように構築 していくかが問われて

いる。病院歯科において, このような流れに的確

に対応するためには, これまでに病院歯科に対 し

て医科からどのようなニーズがあり,病 院歯科に

おいてどのように対応をしてきたか,現 在までの

状況を分析することは重要である。

本院では,平 成 23年 1月 より,中 央診療施設

に属する医療支援歯科治療部とスペシヤルニーズ

歯科センターが設立され,主 に医科系各科 と連携

して診療 を行っている。医療支援歯科治療部は,

テーム医療を専門とし医科歯科連携を促進するた

著原

結

「チーム医療」は,一 人の患者に複数の医療専

門職が連携 して,治療やケアに当たることであり,

質が高 く,安 心 ,安全な医療を求める息者 ・家族

の声が高まる中,我 が国の医療の在 り方を変え得

るキーワー ドとして注 目を集めている
1)。

厚生労

働省チーム医療推進方策検討ワーキンググループ

は,テ ーム医療推進のための基本的な考え方とし

て,「歯科医療関係職種が配置されている病院に

おいては,日 腔ケアのみならず NSTや 摂食 ・味

下チーム,感 染制御チームなど歯科医療関係職種

の関与が望まれるチームヘの参加など更なる医

科 ・歯科連携を強化 ・推進 してい くことが必要で

あり,病 院における回腔ケア,NST,摂 食・味下,

感染制御,糖 尿病,緩 和ケア等のチーム医療にお

いて,医 科 と歯科がお互いの専門性を尊重 し,そ

れぞれの専門性を最大限に活かした連携を行うこ
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めの歯科偵Jの窓口 ・拠点としての役割が期待され

ている
4〕

(図 1)。医療支援歯科治療部は,高 度

医療支援歯科部門と周術期管理歯科部門の 2部 門

から成 り,医 科思者の状況に対応 した専門的な歯

科支援を行っている。スペシャルニーズ歯科セン

ターは,特 別支援歯科診療室心身障害者 (児)歯

科診療室と摂食 ・昧下リハビリテーション診療室

から成 り,専 門医による障害者の歯科治療及び摂

食・来下障害のリハビリテーシヨンを行っている。

医療支援歯科治療部とスペシャルニーズ歯科セン

ターが設立される前後,す なわち平成 22年 度 と

23年 度の本院における医科系診療科等か ら歯科

系診療科等への院内紹介の状況とそれに対する初

動対応を明らかにし発信することは,本 邦におけ

る病院歯科が医科との連携を構築あるいは推進す

るに当たって参考となり得るい
。

本調査研究では,平 成 22年度と23年度を対象

と[/, 1 岡 山大学病院歯科系診療科等の初診息

者数に占める医科系診療科等からの院内紹介息者

の割合, 2 歯 科系診療科等への院内紹介を行っ

た医科系診療科等とその件数, 3 院 内医科系診

療科等が歯科系診療科等に紹介 した際の宛先,及

び4: 具体的な歯科系専門診療科等の名を挙げず

になされた医科系診療科等からの院内紹介に対す

る紹介 日の対応状況を調べた。そして, これらの

変化を検討 し岡山大学病院歯科系診療科等が同院

医科系診療科等からの院内紹介に対応するにあた

り今後望まれる体制について考察 した。

対象及び方法

平成 22年度及び23年度に岡山大学病院歯科系

診療科等を受診 した患者で,初 診料が算定された

息者を抽出した。抽出された息者を対象に, 1

岡山大学病院歯科系診療科等の初診患者数に占め

る医科系診療科等からの院内紹介息者の割合,2

歯科系診療科等への院内紹介を行った医科系診療

科等 とその件数,3 院 内医科系診療科等が歯科

系診療科等に紹介 した際の宛先, 4 具 体的な歯

科系専門診療科等の名を挙げずになされた医科系

診療科等からの院内紹介に対する初動対応状況を

調査 した。

図 1 医療支援歯科治療部の概念図

医療支援歯科治療部は,チ ーム医療を専門とし,
医科で行われている医療を把握し,必 要な歯科治療
を機動的に行うとともに,歯 科系各診療科の専門的
な治療をコーディネー トしている。また,地 域の病
院,診 療所との連携窓日も担っている。

1 岡 山大学病院歯科系診療科等の初診息者数に

占める医科系診療科等からの院内紹介患者の割

合

岡山大学病院歯科系診療科等で初診料を算定 し

た息者件数は,平 成 22年 度は 9,606件,平 成 23

年度は 10,215件であ り609件 増加 した。その う

ち岡山大学病院医科系診療科等から歯科系診療科

等へ紹介された院内紹介息者件数は,平 成 22年

度 1,377件か ら,平 成 23年 度 1,452件へ と75件

増加 した。初診料が算定された思者のうち院内紹

介によるものは,平 成 22年 度は 143%,平 成 23

年度は 142%で あ りほぼ同程度であった。

2 歯 科系診療科等への院内紹介を行った医科系

診療科等 とその件数

平成 22及 び 23年 度における紹介元の医科系診

療科等と各々の紹介件数及び年間院内紹介息者数

におけるその割合を表 1に 示す。

平成22及び23年度ともに,周術期管理センター

(肺移植術を除 く呼吸器外科手術及び消化管外科

の食道手術が対象)か らの紹介が最 も多 く,そ れ

ぞれ 279件 (年間院内紹介件数の 203%),329

件 (年間院内紹介件数の 227%)に 及び,1年 間

で 50件増加 した。耳鼻咽喉科からは,平 成 22年

度が 140件 (年間院内紹介件数の 102%)で あ り,

平成 23年 度は 133件 と微減 した (年間院内紹介

件数の 92%)。 心臓血管外科 と循環器内科か ら

の紹介は,平 成 22年 度がそれぞれ 87件 (年間院
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表1 紹 介元診療科等と紹介件数及び年間院内紹介患者数におけるその割合

紹介元診療科等
平成 22年 度 平成 23年 度

息者数 1/1k) 割合 (%) 息者数 は) 害 J合(%)

周術期管理センター

耳鼻lll喉科

神経内科

循環器内科

血波 t腫易内科

消化器内科

心臓血管外科

呼吸器 ・アレルギー内科

月岡升申れ登夕ヽ本斗

腎臓 ・糖尿病 ・内分泌内科

故急科

消化管外科

産科婦人科

精神科神経科

小児科

整形外科

泌尿器科

乳腺 ・内分泌外科

保健管理センター

皮膚科

リウマチ ・膠原病内科

呼吸器外科

総合診療内科

小児神経科

月千月旦】準外科

麻酔科蘇生科

放射線科

形成外科

眼科

空白

279

140

79

81

62

55

87

56

49

54

28

31

22

32

45

25

18

24

44

29

15

23

32

12

13

10

15

6

11

(203)

(102)

(57)

(59)

(45)

(40)

(63)

(41)

(36)

(39)

(20)

( 2 3 )

( 1 6 )

(23)

(33)

( 1 8 )

( 1 3 )

( 1 7 )

(32)

( 2 1 )

( 1 1 )

( 1 7 )

( 2 3 )

( 0 9 )

( 0 9 )

( 0 7 )

( 1 1 )

(04)

( 0 8 )

329

133

98

81

69

68

62

56

55

52

39

35

33

33

32

31

30

29

29

28

28

24

20

19

13

9

5

4

3

5

(227)

(92)

(67)

(56)

(48)

(47)

(43)

(39)

(38)

(36)

(27)

(24)

(23)

(23)

(22)

( 2 1 )

( 2 1 )

(20)

(20)

( 1 9 )

( 1 9 )

( 1 7 )

( 1 4 )

( 1 3 )

(09)

(06)

(03)

(03)

(02)

(03)

計 1,377 (100) (100)

内紹介件数の 63%)と 81件 (年間院内紹介件

数の 59%),平 成 23年 度はそれぞれ 62件 (年

間院内紹介件数の 43%)と 81件 (年間院内紹

介件数の 56%)で あ り,循 環器系の 2診 療科で

平成 22年 度は 168件 (年間院内紹介件数の 122

%),平 成 23年度は 143件 (年間院内紹介件数の

98%)を 占めた。

3 院 内医科系診療科等が歯科系診療科等に紹介

した際の宛先

平成 22及 び23年度における院内医科系診療科

等が歯科系診療科等に紹介 した際の宛先を表 2に

示す。

平成22及び23年度ともに,具 体的な歯科系専

門診療科等の名を挙げず,電 子カルテの院内紹

介テンプレートで 「歯科 (紹介)」を選択して紹

介がなされるケースが最も多く,平 成 22年度は

418件に及び年間院内紹介件数の3040/0に上った

が,平 成23年度は30件減少し389件 (年間院内

紹介件数の2680/0)となった。

具体的に歯科系専門診療科等の名を挙げて紹介

されるケースでは,平 成 22年度は周術期管理セ

ンター (歯科部門)が 最も多 く,口 腔外科 (再

建系).第 1総合診療室の順で紹介が多く,こ れ



表2 院 内医科系診療科等が歯科系診療科等に紹介した際の宛先

紹介先診療科等
平成 22年 度 平成 23年 度

息者数 は) 割 合 (%) 息 者数 は) 割 合 (%)

歯科 (紹介)

周術期管理センター (歯科部門)

第 1総合診療室

スペシャルニーズ歯科センター

医療支援歯科治療部

日腔外科 (再建系)

小児歯科

むし歯科

歯周科

口腔外科 (病態系)

補綴科 (咬合 ・義歯)

(現 咬 合 ・義歯補級科)

予防歯科

補綴科 (クラウン・ブリッジ)

(現 クラウンブリッジ補綴科)

矯正歯科

歯科放射線 ・口腔診断科

歯科麻酔科

総合歯科

顎関節外来

空白

418

336

161

(未設置)

(未設置)

171

64

25

91

42

28

7

20

6

1

1

1

5

(304)

(244)

( 1 1 7 )

(124)

(46)

( 1 8 )

(66)

( 3 1 )

(20)

(05)

( 1 5 )

(04)

( 0 1 )

( 0 1 )

( 0 1 )

(04)

(268)

(228)

(144)

(120)

(107)

(28)

(26)

(25)

( 1 9 )

( 1 4 )

(07)

(05)

(02)

( 0 1 )

( 0 1 )

( 0 3 )

( 0 1 )

( 0 1 )

389

331

209

174

156

41

38

36

27

20

10

7

3

1

2

5

1

2

1,377 (100)

表3 院 内紹介状で紹介先歯科系診療科等の指定がなく 「歯科 (紹介)」あるいは記載なしで

あった息者の受診診療科決定過程

受診診療科決定過程
平成 22年度     平 成 23年度

息者数 (人)割 合 (%)息 者数 (人)割 合 (%)

医療支援歯科治療部が直接対応した。

曜日割の院内紹介受入当番診療科が対応した。

総合診断室 (予診室)で 適切な専門診療科が検討され
振分された。

年齢 ・紹介内容等から専門診療科が明白であり直接該
当診療科が対応した。

特定の歯科医師の指名はあり,そ の歯科医師の所属診
療科が初動対応をした。

「歯科 (紹介)」として紹介されたが,科 等間連携 ,事

前連絡等で紹介先は明らかであり,当 該診療科が直接
対応 した。

午後当番医が対応した。

再来初診息者で,紹 介内容が既受診診療科の専門分野
と同一であったため,当 該診療科が対応した。

その他

不明

(未設置)

216

104

26

23

17

10

9

2

11

49

197

87

33

9

2



ら診療科等への紹介で 668件 (年間院内紹介件数

の 485%)を 占めた。平成 23年 度 も同様に周術

期管理センター (歯科部門)が 最 も多 く,次 に平

成 23年 度に新設されたスペシャルニーズ歯科セ

ンター (旧第 1総合診療室)209件 (年間院内紹

介件数の 96%),医 療支援歯科治療部 174件 (年

間院内紹介件数の 88%)の 順であ り, これらの

診療科等への紹介で 715件 (年間院内紹介件数の

492%)を 占めた。

4 具 体的な歯科系専門診療科等の名を挙げずに

なされた医科系診療科等からの院内紹介に対す

る紹介 日の対応状況

平成 22及 び23年度において,院 内紹介状で紹

介先歯科系診療科等の指定がなく 「歯科 (紹介)」

あるいは記載なしであった息者 (平成 22年 度 :

418件 ,平 成 23年 度 :389件 )の 初動対応状況を

表 3に 示す。

平成 22及 び23年度において,曜 日割の院内紹

介受入当番診療科が初期対応を行ったケースは,

それぞれ 216件 (紹介先歯科系診療科等の指定が

ない紹介のうち517%)と 198件 (紹介先歯科系

診療科等の指定がない紹介のうち 506%)で あり,

減少傾向を示 した。

総合診断室 (予診室)で 適切な専門診療科が検

討 され振分 されたケースは,平 成 22年 度は 104

件 (紹介先歯科系診療科等の指定がない院内紹

介状の 249%),平 成 23年 度は87件 (紹介先歯

科系診療科等の指定がない院内紹介状の 224%)

と減少傾向にあつた。

岡山大学病院歯科系診療科等は,歯 学部を有す

る大学の特徴を発揮 して各専門診療科で専門性の

高い高度な歯科医療を提供 し,多 くの息者を集め

てきた。本調査研究によって,平 成 22及 び 23年

度の年間初診件数は,約 10,000件に上 り,そ の

うち医科系診療科等からの院内紹介によるものは

平成 22及 び 23年 度それぞれ 1,377件及び 1,452

件 と増加傾向を示 し,年 間初診件数の約 14%を

占めることが明らかになった。本院歯科系診療科

等は,医 科 と連携 した歯科治療を行うことで医療

の質の向上に貢献する役割が求められていること

61

が窺えた。平成 24年度からは診療幸R酬改定に(真っ

て周術期回腔機能管理料が新設され,医 科歯科連

携を促進する制度が充実 してきたことからも,今

後よリー層,医 科から歯科への院内紹介患者数は

増加すると考えられるため,歯 科系診療科の1註け

入れ体制の強化が望まれる。

紹介元診療科は,平 成 22及 び23年度で同様の

傾向を示 し,周 術期管理センター
(肺移植を除く

呼吸器外科手術及び消化管外科の食道手術),耳

鼻咽喉科,心 臓血管夕ヽ科,及 び循環器内科からが

多かった。これらの科は,日 腔の問題が原因で周

術期の合併症を起こす可能性の高い疾病を扱 う診

療科であ り,術 後感染予防や経口栄養摂取の促進

を期待 し,積 極的に歯科系診療科等への院内紹介

を行っていると考えられた。平成 22年 度は,周

術期管理センター (歯科部門)へ の紹介数は,周

術期管理センター本部から歯科系診療科への紹介

数よりも57件 も多かったが,平 成 23年度はその

差は 3件 とほぼ同数になった。平成 22年 度は周

術期管理センター本部が扱い連携 している以外

に,周 術期管理を要する医科の外科系診療科が独

自に周術期管理センター (歯科部門)宛 に紹介を

行っていたと考えられ,平 成 23年 度はそれらが

医療支援歯科治療部宛に紹介 されたと考えられ

る。さらに,平 成 22及 び 23年度ともに医科系の

ほぼ全ての診療科から歯科系診療科等へ紹介され

てお り,様 々な医科治療 を行 う中で回腔内に起

こった偶発的な事象への対応 も常に求められてい

ることが明らかになった。

医科系診療科等から歯科系診療科等に紹介 うた

際の宛先として,具体的な歯科系診療科を挙げず,

電子カルテ上の院内紹介テンプレー トで「歯科 (紹

介)」を選択 して紹介がなされるケースは,平 成

22年 度 418件 (年間院内紹介件数の 304%)か

ら平成23年度389件 (年間院内紹介件数の268%)

に減少 した。一方で,平 成 23年 度からは新設 さ

れた医療支援歯科治療部宛の紹介が 174件 (年間

院内紹介件数の 120%)あ った。医科系診療科

等の治療遂行上,ル ーテインに求められる国腔内

の管理に対 して,医 療支援歯科治療部が受けンヽれ

先として機能 しつつあることが示された。

平成 23年 度における医科系診療科等から歯科

系診療科等への院内紹介の宛先は,周 術期管理セ

ンター (歯科部門)宛 331件 (228%),ス ペシヤ

ルニーズ歯科センター宛 209件 (年間院内紹ち併件

察考
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数の 144%),医 療支援歯科治療部宛 174件 (年

間院内紹介件数の 120%)で あり,合 わせて 715

件 (年間院内紹介件数の 492%)を 占めた。岡

山大学病院では平成 23年 度に歯学部の改組が行

われ,チ ーム医療,医 科 ―歯科連携の促進を目的

として医療支援歯科治療部 (周術期管理センター

(歯科部門)含 む),ス ペシャルニーズ歯科セン

ターが新設された。これらの部署宛の息者は全院

内紹介息者の約半数を占めたことから,新 設部署

が当初の目的通 り院内紹介息者を受け入れる体制

が徐々にできつつあることが示された。

平成 23年 度において,紹 介先歯科系診療科等

がなく 「歯科」宛,あ るいは記載なしであった息

者に対 して医療支援歯科治療部が対応 したものは

494牛 (126%)あ った。一方で,総 合診断室 (予

診室)で 適切な専門診療科が検討され振分けられ

たものは,平 成 22年 度 216件 (紹介先歯科系診

療科等の指定がない紹介のうち517%),平 成 23

年度 197件 (紹介先歯科系診療科等の指定がない

紹介のうち 506%)と 減少傾向であったものの

約半数あ り,1日 平均 1件 程度あった。平成 20

年度から曜日割の院内紹介受け入れ当番診療科体

制が運用 されてお り,平 成 23年 度に医療支援歯

科治療部が稼働 し始めてからも相当に機能 し各歯

科系専門診療科は専門外の診療内容として対応 し

ていたと考えられるの
。

医療支援歯科治療部は,院 内の医療連携におい

て歯科側の窓口 ・拠点を担い,将 来的には医科系

診療科等からの院内紹介を一元化 して受け入れる

という画期的な構想 となっている。これが実現す

れば,各 歯科系診療科等が各々の専門領域の歯科

医療を展開する環境が整 うと考えられる。一方,

医科系診療科等から歯科系診療科等への院内紹介

件数は年間 1,400件程度であ り,岡 山大学病院歯

科系における初診息者の約 14%を 占め,今 後 さ

らに増加すると考えられる。特に周術期管理セン

ター本部では,平 成 25年 度後半から数年で全身

麻酔下で手術 を受ける全ての患者 (年間 5,000～

6,000件程度)に 介入することが決 まってお り,

準備が進められている。これら全てに対応するに

は相当なマンパワーとハー ド面での整備が必要で

ある)と考えられる。今後,医 科系診療科等から院

内紹介への初動対応状況がどのように変化 してい

くか,引 き続き調査課題としたい。継続的に比較

検討することで,医 科系診療科等からの院内紹介

に一元化 して対応する窓回が機能するために必要

なハー ド及びマンパヮーがより明確になるものと

考えられた。

同山大学病院歯科系診療科等の初診患者件数の

うち,医 科系診療科等か らの院内紹介患者件数

は,平成 22年度は1,377件で全初診思者の 143%,

平成 23年 度は 1,452件で全初診息者の 142%を

占めていた。同山大学病院歯科系診療科等の役割

の一つとして,医 科系診療科等からの院内紹介息

者への対応が一定程度あ り,そ の数は増加傾向に

あることが明らかとなった。

院内医科系診療科等が歯科系診療科等に紹介 し

た際の紹介先 としては,平 成 23年度か ら医科 ―

歯科連携の促進を目的に新設された医療支援歯科

治療部 (周術期管理センター (歯科部門)含 む)

とスペシャルニーズ歯科センター宛のもので 715

件 (年間院内紹介件数の 492%)を 占めた。院

内紹介患者の歯科側の受け入れは一元化の方向に

向かってお り,歯 科偵」の窓口としてある一走の機

能を呆たしたことが示された。

今後も増加すると予測される医科から歯科への

院内紹介息者を一元化 して受け入れるためには,

歯科側の受け入れ態勢をハー ド及びマンパワーの

面から更に増強 し,医 科偵Jに分か り易 く示す必要

性が示唆された。

本調査研究の遂行に当たっては,岡 山大学病院

医事課 歯 科担当係 高 山 望 様,草 木恵子様,

定金亜希子様,砂 野珠美様,陶 山知子様の甚大な

るご協力を頂きました。心より感謝申し上げます。

本調査研究の一部は,平 成23-25年度文部科学

省 「チーム医療推進のための大学病院職員の人材

養成システムの確立J採 択事業 (岡山大学病院べ

リオ人材育成研修センター)補 助金及び平成25

年度文部科学省科学研究費助成事業 (学術研究助

成金)(若 手研究 (B))「周術期における効率的

な口腔機能管理の検討 (25862082)」によって行

われた。
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